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業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
指
定

基
準
が
見
直
さ
れ
、
介
護
保
険
と

障
が
い
者
福
祉
の
両
方
を
担
う

「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
指
定
を
受
け
た
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
、
６５
歳

に
な
っ
て
介
護
保
険
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
も
、
使
い
慣
れ
た

事
業
所
で
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。

【
介
護
医
療
院
の
創
設
】

　
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
転
換

施
設
と
し
て
、
介
護
医
療
院
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
医
療
院
は
、

日
常
的
に
医
療
管
理
が
必
要
な
重

度
介
護
者
の
受
け
入
れ
、
終
末
期

医
療
・
介
護
、
看
取
り
な
ど
の
機

能
と
生
活
施
設
と
し
て
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。

【
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
】

　
高
齢
者
と
障
が
い
者
が
同
じ
事

平
成
３０
年
８
月
か
ら

【
利
用
者
負
担
割
合
の
見
直
し
】

　
世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
性
を

確
保
し
つ
つ
、
制
度
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
、
次
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
利
用
者
の
負
担
割

合
が
２
割
か
ら
３
割
と
な
り
ま
す
。

○
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２２０
万

円
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
６５
歳
以

上
の
方
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」
が
単
身
の
場

合
３４０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
の
世

帯
の
場
合
４６３
万
円
以
上
の
方

※
利
用
者
の
負
担
割
合
を
示
す
負

担
割
合
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

【
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制

度
の
算
定
基
準
の
変
更
】

　
現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
、
課

税
所
得
３８０
万
円
以
上
６９０
万
円
未
満

の
方
と
、
６９０
万
円
以
上
の
方
は
限

度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

平
成
３０
年
１０
月
か
ら

【
福
祉
用
具
貸
与
の
見
直
し
】

　
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利

用
者
に
対
し
て
、
貸
与
す
る
商
品

の
全
国
平
均
価
格
と
そ
の
事
業
者

の
価
格
の
提
示
と
機
能
の
説
明
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
平
成
３０
年
４
月
か
ら
価
格
帯
が

違
う
複
数
の
商
品
の
提
示
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

　
平
成
３０
年
４
月
以
降
の
介
護
保
険
制
度
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
改
正
に
と
も
な
う
介
護
保
険
料
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
し
お
５
月
号
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

平
成
３０
年
４
月
か
ら

　市では、平成３０年度から３２年度までを計画期間とする高齢者施策、介護
保険サービス等の提供体制を示す総合的な計画として「第７期八潮市高齢
者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定しましたので、その概要をお
知らせします。 物長寿介護課☎奮４４７

■計画書の概要
　計画では、基本理念を「健康でいきいきと安心して暮らしつづけられる地域
をめざして」と定め取り組みます。
　今後、団塊の世代が後期高齢者となる2025年を見据え、地域共生社会の実
現に向けた地域包括ケアシステムを深化・推進するにあたり、①高齢者が健康
で生きがいをもって、住み慣れた地域で安全・安心に暮らせるまち②市民一人
ひとりが地域ぐるみで助け合い、支え合えるまち③住み慣れたところで、親し
い人たちに見守られながら、尊厳をもって人生の最期を迎えることができるま
ちの実現を目指します。

※詳しい内容については、市ホームページをご覧ください。

第７期八潮市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画を策定

計画の体系

【計画書の表紙】

１　地域包括ケアシステムの推進
２　地域包括支援センターの機能強化
３　介護予防・日常生活支援総合事業の充実
４　健康づくりの推進

いきいきと活力ある高齢期
を過ごすための取組第1章

１　要介護・要支援者の各種サービス
の充実

介護保険サービスの充実に
向けた取組第4章

１　医療・介護・保健・福祉の推進
２　権利擁護施策の推進

尊厳ある終末期を迎えるた
めの取組第5章

１　認知症対策施策の充実
２　徘徊高齢者支援ネットワーク体制の強化
３　高齢者在宅福祉サービスの充実
４　住まいの支援策の利用促進
５　高齢者福祉施設サービスの利用促進

住み慣れた地域で安心して
暮らせるための取組第2章

１　安心して暮らせる地域づくりの推進
２　地域福祉活動への参加の促進
３　見守り体制の充実
４　長寿祝金事業の実施
５　情報提供体制の充実

地域共生社会の実現に向け
た取組第3章
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
資
格
の
取
得・喪
失
手
続
き
●

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

加
入
ま
た
は
脱
退
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
加
入
（
資
格
取
得
）

覆
社
会
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
職

場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
方
で
、

任
意
継
続
や
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
方

弗
離
職
お
よ
び
喪
失
の
確
認
が
で

き
る
書
類
（
離
職
票
、
社
会
保
険

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）、
年
金

手
帳
（
６０
歳
未
満
の
方
で
、
国
民

年
金
加
入
者
を
除
く
）

●
脱
退
（
資
格
喪
失
）

覆
国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、

社
会
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

弗
新
し
い
保
険
証
、
国
民
健
康
保

険
証

●

給
付
の
手
続
き

●

●
出
産
し
た
と
き

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、

出
産
育
児
一
時
金
（
４２
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

　
出
産
育
児
一
時
金
の
支
払
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
直
接
支
払
制
度　
②
受
取
代
理

制
度　
③
国
保
年
金
課
へ
申
請

●
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き

　
１
カ
月
の
世
帯
ご
と
に
設
定
さ

れ
た
「
自
己
負
担
限
度
額
」
を
超

え
た
額
は
、「
高
額
療
養
費
」
と

し
て
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
事
前
申
請
す
る
場
合

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
す

る
と
き
は
、
事
前
に
国
保
年
金
課

で
「
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示

す
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

弗
保
険
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
、
平

成
２９
年
以
降
に
転
入
し
た
方
は
前

住
所
地
の
課
税
ま
た
は
非
課
税
証

明
書

②
事
前
申
請
し
な
か
っ
た
場
合

　
①
の
事
前
申
請
で
限
度
額
認
定

証
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
な
ど

仏
該
当
世
帯
主
に
、
受
診
月
の
２

カ
月
後
以
降
に
送
付
さ
れ
る
高
額

療
養
費
支
給
申
請
書
を
国
保
年
金

課
へ

●
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
の
行
為
で
け
が
を
し
た
場
合

で
も
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
を
提
出
す
れ
ば
国
保
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
し
た
場

合
は
、
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
国
保
を
使
う
場
合
は
、

早
め
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
亡
く
な
っ
た
と
き

　
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
（
喪
主
）
に
葬

祭
費
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

弗
保
険
証
、
喪
主
の
印
鑑
お
よ
び

喪
主
名
義
の
預
貯
金
通
帳

※
亡
く
な
っ
た
方
と
喪
主
が
別
世

帯
の
場
合
は
葬
儀
の
領
収
書

●

保
健
事
業

●

●
健
康
診
査
補
助
金
・
脳
ド
ッ
ク

補
助
金

覆
八
潮
市
国
保
被
保
険
者
の
資
格

が
１
年
以
上
あ
る
４０
歳
以
上
の
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
・
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方
（
子
宮
頸け

い

が

ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
２０
歳

以
上
の
方
、
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク

健
康
診
査
は
２０
歳
以
上
３９
歳
以
下

の
方
）

弗
検
診
費
用
の
領
収
書
、
保
険
証
、

世
帯
主
の
印
鑑
お
よ
び
預
貯
金
通

帳
、
検
診
結
果
の
写
し
（
健
康
診

査
補
助
金
の
み
）

仏
受
診
日
か
ら
１
年
以
内
、
１
年

度
内
に
１
回
の
み
申
請
可

●
補
助
額

【
健
康
診
査
補
助
金
】

　
市
が
実
施
す
る
検
診
時
に
申
請

書
を
提
出
す
る
と
費
用
が
無
料
。

市
が
実
施
す
る
以
外
の
検
診
を
受

け
た
場
合
は
、
市
が
実
施
す
る
検

診
の
自
己
負
担
金
と
同
額
を
補
助
。

●
補
助
項
目

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
（
女
性

の
み
）、
歯
周
疾
患
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ

ッ
ク
健
康
診
査

【
脳
ド
ッ
ク
補
助
金
】

　

脳
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
７
割

（
限
度
額
＝
２
万
５
千
円
）

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
、
給
付
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
届
け
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
制
度
の
改
正
に
と
も
な
う
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
広
報
や
し
お
５
月
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
国
保
年
金
課
☎
奮
２
１
４


